
土木学会 斜面工学小委員会 災害 WG 巡検 

平成 22 年 6 月 5 日（土） 

横須賀・葉山地域における宅地開発と地すべり 
 

 三浦半島は丘陵性の山地からなり、平地は海岸や小河川沿いに狭小な分布をなすに過ぎない。

比較的標高の低い丘陵地では昭和 40 年代以降に急速に宅地造成が進められ、同時に住宅地を巻

き込んだ地すべりや崩壊による土砂災害が顕在化した。その後も宅地開発は半島全域で大規模に

進められ、尾根は切土され谷筋は埋め立てられて広く平坦な宅地が形成されている。 

巡検は過去の地すべり被災地と近年の地すべり地に加えて大規模造成地の斜面問題を対象に行

った。 

 

巡検行程 

京急久里浜駅 10 時集合→バス→①ハイランドの大規模宅地造成→バス→JR 久里浜駅→電車→

JR 衣笠駅→バス→②平作地すべり→③阿部倉地すべり→バス→④滝の坂地すべり→バス→⑤堀

内地すべり→バス→JR 逗子駅 16 時解散 

 

参加者：委員 11 名、他 3 名、計 14 名 

稲垣秀輝、上野将司、Ohmiya Hikamitu、釜井俊孝、後藤聡、小嶋茂人、佐々木寧、中野裕司、

中村洋介、野田龍、平田文（以上委員）、鵜澤貴文、下河敏彦、矢部満 

 

三浦半島の地質概略図 

 

 

 



巡検箇所位置図 
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巡検地 

①ハイランドの大規模宅地造成 

 標高 120m の尾根と標高 40～50m の谷筋からなる丘陵を標高 80m 前後の住宅地として大規模

に造成開発した地区で、地域内には階段や坂道が多い。ハイランド周辺は急斜面で低地部に面す

る部分が多い。地質は三浦層群逗子層の泥岩主体。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②平作地すべり 

小規模な地すべりの変動による住宅被害が認められる。地すべり防止区域内では抑止工や排水

対策が行われている。地質は葉山層群泥岩 

 

 

 

 

 

 

 

 

玄関までは階段の住宅が多い 

宅地内の徒歩での上下移動は階段

擁壁を補強して斜面に建設され

た集合住宅 
急斜面の縁まで宅地開発が進む 

左：地すべり対策とし

ての横ボーリング孔に

よる排水工 

右：道路は柱列杭によ

る土留め工を採用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③阿部倉地すべり 

 昭和 49 年 3 月に発生した地すべりは幼稚園を含む住宅 11 戸に被害を与えたため、地すべりと

しては小規模であったがマスコミに報道されて広く知られることになった。集水井をはじめとす

る排水対策などによって地すべりは沈静化している。しかし、住宅地の中にありながら高度な土

地利用をされていない。地質は葉山層群の泥岩で一部に蛇紋岩を挟在する。 

右手の斜面変動の影響を受けた住宅 
左写真の斜面上部の宅地も斜面変動に

より住民は退去 

写真上：尾根から牧草地のようなかつての地すべ

り斜面を望む 

写真右上：地すべり末端部の住宅裏手の横ボーリ

ング孔による排水対策工 

写真右下：地すべり防止区域を示す劣化した標識



④滝の坂地すべり 

住宅地で発生した地すべり変動に対して集水井や横ボーリング孔による排水対策が施工されて

いる。多くの宅地が地すべり防止区域内に位置する。地質は葉山層群泥岩。 

 

⑤堀内地すべり 

 住宅地の斜面において平成 16 年に地すべりの兆候が認められ、クラック等の変状が拡大するに

及び平成 18 年 2 月から地すべり調査が開始された。平成 20 年 6 月に地すべり防止区域の指定地

となり、抜本的な地すべり対策（排水工、鋼管杭抑止工）に着手され平成 22 年春に対策が概成し

た。地すべり対策が施工されるまでの期間、地すべり頭部に位置する井戸からポンプによる揚水

を継続して降雨時の地すべり変動を極力押さえ込む応急対策が行われた。 

地すべり防止区域の表示

版 

左写真：宅地斜面に発生した地すべり（赤丸）

遠景 

右写真：地すべり地内の家屋の変状 



 

地すべりにより変状したブロック積擁壁をバックに巡検参加者（矢部満撮影） 

 

 


